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患者の一部負担について質問です。最

近， ドラッダストアなどで， 購入額に

応じてポイントが貯まるカード(ポイントカー ド)

や割引券を発行しているケースを見かけますが，

保隙調剤の場合にも.これらのポイント カードや

割引券を適用して構わないのでしょうか。それと

も.患者の一部負担金の値引きに該当することに

なるのでしょうか。 (匡名希望)

健康こ保険に係る費用については， r割りiJlきJ

や「書IJり憎しjは一切認められていません。

したがって，いわゆるポイントカ ー ドや割引券の適用対

象とすることで結果的に忠者負担分を割りヲ|くような行

為は，不正iな業務行為に該当するものと解釈されるでし

ょっ。

健康保険法では，保険医療機関または保険薬局から療

養の給付を受ける字;.(すなわち患者)に対する規定として，

診療報酬点数または調剤報酬点数による算定額に決めら

れた制合を乗じた費用を， 一部負担余として当該保険医

療機関または保険薬局ド支払うよう定めています(健康保

険法第九条，表)。 また，保険医療機関または保険薬局

においても，恵、Jf;ーからその一 部負担令をiEしく徴収しな

ければなりません。つまり，この規定は患者が支払うべ

き一部負担金を過不足なく徴収しなければならないこと

調剤をしていて疑問に思ったこと，

医師または患者さんに聞かれて図ったこと.

医師に疑義照会して対応したが

いま一つ納得できないこと.ありませんか?

皆さんの疑問に各分野の専門家がお答えいたします。

どしどし質問してください。

「質問の募集j要項は64頁にあります。

なお，回答は本誌に掲載することによってのみ行います。

電話やファクシミリによる回答はご容敏ください。

また，特殊なケースの質問は

採用されないこともありますので予めご了承ください。

表健康保険法における一部負担金の取り扱いについて

(一部負担金)

第74条 第63条第3項の規定により保険医療機関又は保険薬局か

ら療養の給付を受ける者は.その給付を受ける際、次の各号に婦

げる場合の区分に応じ‘当該給付につき第76条第2項文は第3項

の規定により算定した額に当該各号に定める割合を乗じて得た客員

乞一部負担金として.当該保険医療機関又は保険薬局に支払わ

なけれ(;fならなL、c
1.次号又は第3号に掲げる場合以外の場合 100分の30

2. 70歳に達する日の厩する月の翌月以後である場合(次号に掲げ

る場合を除く。)100分の 10

3. 70歳に達する日の属する 月の翌月以後である場合であって.

政令で定めるところによ り算定した報酬の額が政令で定める額

以上であるとき 100分の20

2 保険医療機関文は保険薬局lふ 前項の一部負担金の支払を受ける

べきものとし‘保険医療機関又は保険薬局が善良な管理者と問ー

の注意をも ってその支払を受けることに努めたにもかかわらず.

なお療養の給付を受けた者が当該一部負担金の全部文は一部を支

払わないと きは，保険者は、 当該保険医療機関又は保険薬局の請

求に基づき、この法律の規定による徴収金の朽1)によりこれを処分

することができる。

を意味していますc したがって，炎|祭の費用よりも多く

徴収すること(割り憎し)，あるいは少なく徴収すること

(剤りヲ |き)は不当な請求行為となるため，法律で祭11ーさ

れています。

最近， ドラ y グストアなどで， ①一般用医柴品や化粧

品などの購入額に応じてポイントを加算し，その額に応

じて古Iti格をイ底引きする，いわゆるポイントカードを利刷
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<処方内容> 直iili||主←I肉の合 || 到出i l i l| 引| ぷiL 処方1
の薬袋イメージ 処方1 一一一ー一一一一一 の薬袋イメジ

A錠 | 十 錠 今 崎 X21錠 A錠錠 4錠錠 噂砂 A錠 A錠 A錠 A錠X28錠

B 分4毎食4後・就寝前7日分 B錠 IB錠 B錠 ， -島~I'~錠X28錠B~iE I B~iE I B~jÊ I l' I B~iEX21 iA 

仇10'例atlo，陶

するもの， Q)あるイ出始相当分を依引 きする 二とができる

割引券を発行するもの，などの消齢者サービスを実施し

ているケースを見かけることがあ ります。

今岡のご質問は，この書IJづlサービスを保険制斉IJに係る

賛mについても適用することが認められるか百かという

ことですが，健康保険法の組旨を考えると， 1オ本'Ü~斉IJ 自jJi

会としては認められないものであると解釈します。保険

制努IJに係る費)'Tlをポイントカ ー ト‘子割引券の対象とする

ことは，直J主的なi切り引き行為ではないようにみえるか

もしれませんが，結果的に町、者が支払うべき 一部負担余

を剖りiJlし、ていることと同じですので，問J友的な割り引

き行為であるといえます。したがって，不当な業務行為

として健康似険法に抵触すると考えられますので，健康

保険に係る費用については，そのほかの取引分ときちん

と区別する必要があるでしょう 。
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一包化薬の考え方について質問です。

ー包化薬は. [""服用時点の異なる 2種類
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一包化薬 97点
内服薬 35点

一包化薬の1自分の
包装イメージ

者{也剤との重複部分がなくー包化できないため，処方3は内服薬として算定する。

図1 ー包化薬の考え方(例1)

『司円

以上の内服用固型剤」を「その種類にかかわらず

服 用 時 点 ご と に ー 包 」 と し た 場 合 に 算 定 で きると

ありますが，この服用時点ごと，とはどのように

解釈すればよいでしょうか。同ーの服用方法(同一

剤)だけであっても，複数種類の医薬品をー包とす

ればー包化薬を算定することはできるのでしょう

か。また，内服薬調剤料の算定限度は3剤ですが，

一包化薬を同時に調剤した場合には「内服薬 に準

じて剤数に含めるJとあります。これはどういう

意昧なのでしょうか。(匿名希望)

一-包化:J;さはこイr:JJIのとおり， 。多種類の医

薬品がi!z!.:j会されている忠者における主次み忘

れや飲み誤りの防JL， ①心身の特性により医薬!日を直接

の被包から取り山して服用することが問鮒な患者への配

慮・工夫，などを|三fJ'l0としており，これらの技術コ一夫を

評価したものですロ

一包化弘、の算定については， I月riJ/1lk¥'点

処方2
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ー包化薬特晴、

世7点

一包化薬の1日分の
包装イメージ

図2 -包化薬の考え方(例2)
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白畠.......，

t:J、ーLのl付服用l担問剤」が対象とされています。 これは，

!ili月]時点(食後，食両lij，就寝前などの部分)が重複する 2

稲類以仁の「剤jがあるJ:Ab合を玄l床します。したがって，

2種頒以上の 同IJJ であっても服用時点が重複していなけ

れば¥ ー包化薬として悦;とすることはできません。

一方，一包化~t と内服7応を IriJU寺に調斉IJ した場合に， 一

包化~を「内Hlil s1íii牟に準じて斉IJ数を台める」とありますD

これは， 一包化薬として制斉IJしたものを内服薬の 「斉IJJ

に世き換え，その剤数を内服薬刑制中、|の算定上限 (3斉1])

に合めて考えるということを怠味しま寸。つまり， 一包

化薬のほかに内服薬として算定すべきものがあったとし

ても， 一包化莱として制斉Ijしたものの1:1:1に， 1況に内服薬

の3斉IJ分以トーが含まれていれば，ほかに内服来 を算定す

ることはできま vせん。

一'包化柴のJJlil)fl~~J: li、のよ与えブ7に閲するが例(図 1~3) と，

一包化楽と|付1m茶を 同Ilaに捌斉IJした場合の算定[二|恨の考

えブJ に閲する事例(図4~6) をボ しておきますので，参考

にしてくださし、

lilili151 く処方内容> 内服薬の場合

処方1 の薬袋イメージ

A錠llr|←..1 AfAX7 B錠 B錠X7錠

C散 ーが C散X14g

D散 D散X7g 

今 1-1ー I:: -砂
E錠X7錠

F錠 F錠X7錠

GiA G錠X7錠..1一 |一 |一 1::''''H錠X7錠H錠

l l l↓ 
包化薬の1日分の IA錠 Ic散 IE錠 IG錠| く調剤料>

包装イメージ(※ 18錠ID散 1F錠 IH錠| 内服薬 方暗煮
目 105品

※他の剤との重複部分がなくー包化できないため『すべて内服薬として算定する。

図3 一包化薬の考え方(例3)

く処方内容>

処方1
一包化薬

A錠 6錠
B錠 3錠 ー惨

1剤目

分3毎食後14日分 (合計194点)

処方2 ーーー-ーーーーー-ーー一一一一ー}一一ー

C散 2g

ー砂
合計3剤分

D散 19 2淘l自 まで調剤料
分1朝食後14日分 を算定可能

処方3

E錠 1錠
圃が

3青JjEl
F錠 1錠

(63点)分1就寝前14日分

図4 一包化薬と内服薬の考え方(例4)

包化薬 内服薬

B錠 4錠 申 立盟1..1 分4毎食後・就寝前14日分 (合計194点)

ーー-ーーーーーーー 一一一一ー一一一--ー

合計3淘j分
D散 19 1+ 2青IJ目 までE周青Jjキヰ
分1朝食後14日分 を算定可能

一一一ーーー-ーーー 一一一ー一一一一ーー-

F錠 1錠 + 3斉IJ目
分1就寝前14日分

処方4

4剤目
H散 19 1"砂 (0点)
分1朝食前14日分

図5 一包化薬と内服薬の考え方(例5)

く処方内容>
一包化薬 内服薬

処方1

A錠 6錠
1剤自B錠 3錠 白砂

分3毎食後14日分 (合計194点)

ーー--一一ーーーー 一一ー一一一ー一』ーー

C散 2g
圃砂

合計3淘l分
D首主 19 2剤自 まで調剤料
分1朝食後14日分 を算定可能

処方3

11 

4青IJ目
F錠 1錠 +
分1就寝前14日分 (0点)

処方4

G昔II. 19 
-砂H散 19

分1夕食後14日分

図6 一包化薬と内服薬の考え方(例 6)
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